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Takaaki  Enoki 

2 東京Michi百景
播磨坂

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene15 上野・鶯谷界隈

6 エコ・スタイル⑮
エコ豆知識／カーボン・オフセット

7 エッセイさんぽのじかん
散歩とは何も考えずに
ひたすらぼうっと歩くこと。 －－－－－－－ ねじめ正一さん

9 TR-mag.Topics
TR東京都道路整備保全公社が
取り組む助成、支援制度

11 道物語・東京の環状線⑥
環状6号線（都道317号・山手通りを含む）（

13 渡辺祥子のシネマの中の東京⑮
『東京駅と丸の内』

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-15／環八に花と緑をの会
TR-mag.focus Again！／通園・通学路花むすびネットワーク

17 日本だから、できる。あたらしいオリンピック！

18 Information & News
平成20年度「路上駐車実態調査」報告
公社駐車場続々オープン！

19 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

21 クロスワードパズル⑩
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

ポッカリと浮かんだ雲。見上げれ
ばすぐそこにある雲ですら、日常
の中でなかなか気付かぬままに
時は過ぎて行く。風に吹かれてそ
の形を刻 と々変化させる雲は、見
ていて飽きることがない。ゆっくり
と流れる雲を眺めつつ、のんびり
と絵筆をはしらせた午後のひとと
きであった。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・テレ
ビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジアを
中心に世界各地の絵を描き続ける。画文集
『もっといい加減なスケッチの旅』『東京讃歌』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（「冬の晴れ間」スケッチ場所：東京 台場公園より）
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第二次世界大戦後の区画整理で「環状3号線」の一部として整備。昭和35年（1960）
に坂の舗装が行われた際に「全区を花でうずめる運動」によって、約130本の桜の若
木が植えられ、地元の人たちに大切に育てられ現在のような桜並木となった。ソメ
イヨシノのほか、淡い黄緑で八重咲きの鬱金（うこん）桜など珍しい桜も見られる。
中央部は緑道として整備され、訪れる人たちの憩いの場となっている。

見事な桜並木が注目されている播磨坂は、
戦後生まれの新しい坂道です。

文京区の小石川4丁目から5丁目にかけて

約400メートルほど続く播磨坂。

この坂は第二次世界大戦後の区画整理によって

「環状3号線」の一部として整備された、戦後生まれの坂です。

江戸時代に松平播磨守の上屋敷がこのあたりにあったことから

「播磨坂」と名付けられたそうです。
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上
野
の
森
の
鶯
の
鳴
き
声
は

江
戸
訛
り
っ
て
知
っ
て
い
た
!?

実
は
、
鶯
谷
の
名
は
駅
名
で
、こ
の
あ
た
り
は

根
岸
で
す
。
な
ぜ
鶯
谷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
っ
と
面
白
い

の
が
、
江
戸
時
代
の
寛
永
寺
の
住
職
で
皇
族
出
身

の
公
弁
が「
上
野
の
森
の
鶯
は
鳴
き
始
め
が
遅
く
、

声
も
訛
っ
て
い
る
」と
言
っ
て
京
都
の
鶯
を
こ
の
地

に
放
鳥
し
た
こ
と
か
ら
鶯
谷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
野
の
山
の
北
東
に
あ
た
る
鶯
谷
あ
た
り
は
昔

か
ら「
根
岸
の
里
」と
呼
ば
れ
、江
戸
・
明
治
・
大
正

に
は
文
人
墨
客
の
集
う
風
雅
な
土
地
と
し
て
知
ら

れ
、多
く
の
文
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。正
岡
子

規
は
27
歳
の
時
に「
根
岸
の
里
」に
移
り
住
み
、郷

里
か
ら
母
と
妹
を
呼
び
寄
せ
て
、明
治
35
年（
1
9

0
2
）35
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

言
問
通
り
を
渡
り
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
路

地
の
続
く
町
並
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
家
々
の
塀

や
マン
シ
ョ
ン
の
入
り
口
な
ど
に
子
規
の
句
が
か
け

て
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
環
境
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
子
規
が
愛
し
た「
根
岸
の
里
」の
人
た
ち
の
風

雅
さ
を
感
じ
ま
す
。
子
規
の
句
を
た
ど
る
よ
う
に

進
む
と
、
終
の
棲
家
と
な
っ
た
子
規
庵
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
子
規
の
病
室
兼
書
斎
と
句
会
歌
会
の

場
と
な
り
、
多
く
の
友
人
や
弟
子
た
ち
が
集
ま
り

ま
し
た
。
根
岸
短
歌
会
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
伊

藤
左
千
夫
や
長
塚
節
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。
子

規
庵
の
前
に
は
洋
画
家
で
あ
り
書
家
で
も
あ
っ
た

中
村
不
折
の
旧
宅
が
あ
り
、
現
在

は
書
道
博
物
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
級
の
書
画
が
陳
列

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
不
折
が
愛

し
た
日
本
庭
園
も
必
見
。

（
1
9
3
3
）に
開
業
し
、今
は
廃
駅
と
な
っ
た
京

成
電
鉄
博
物
館
動
物
園
駅
跡
。
竣
工
当
時
は
帝
室

博
物
館（
現
・
東
京
国
立
博
物
館
）の
敷
地
内
に
あ

っ
た
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
は
天
皇
出
席
の
御
前
会
議

で
最
終
決
定
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
野
駅
に
向
か
う
通
り
の
左
手
に
は
、
旧
因
州

池
田
屋
敷
表
門
、
東
京
国
立
博
物
館
、
寛
永
寺
旧

本
坊
表
門
が
並
び
ま
す
。

東
京
国
立
博
物
館
本
館
は
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
設
計
で
、明
治
13
年（
1

8
8
0
）に
完
成
。こ
の
年
、上
野
で
開
催
さ
れ
た

第
2
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
展
示
館
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
コ
ン
ド
ル
設
計
の
建
物

は
大
正
12
年（
1
9
2
3
）の
関
東
大
震
災
で
消
失
。

現
在
の
建
物
は
昭
和
12
年（
1
9
3
7
）に
完
成
し

た
も
の
で「
帝
冠
様
式
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

寛
永
寺
旧
本
坊
表
門
は
、
慶
応
4
年（
1
8
6

8
）5
月
の
上
野
戦
争
の
戦
火
を
免
れ
ま
し
た
。

薬
医
門
に
は
上
野
戦
争
時
の
弾
痕
が
残
さ
れ
て
い

て
、
戦
闘
の
激
し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

子
規
は
野
球
殿
堂
入
り
を

果
た
し
た
熱
心
な
野
球
選
手

上
野
公
園
内
の
散
策
は
公
園
口
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

公
園
正
面
に
建
つ
曲
面
の
大
き
な
庇
が
印
象
的

な
建
物
は
東
京
文
化
会
館
。
戦
後
日
本
の
建
築
界

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
前
川
國
男
の
設
計
で
建
て
ら

れ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
。
そ

の
向
い
に
は
、
近
代
建
築
の
巨
匠
ル・コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

が
設
計
し
た
国
立
西
洋
美
術
館
。
古
典
的
な
装
飾

を
排
除
し
、
近
代
建
築
の
5
原
則
を
掲
げ
た
ル・コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
作
品
で
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
唯
一

の
建
物
。
ル・コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
設
計
し
た
本
館
は
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

公
園
中
央
広
場
の
大
噴
水
の
左
、
東
京
文
化
会

館
の
裏
手
に
、
正
岡
子
規
記
念
球
場
と
い
う
名
の

球
場
が
あ
り
ま
す
。
病
気
が
ち
な
子
規
と
野
球
は

結
び
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
子
規
は
日
本
に
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
が
入
っ
て
き
た
頃
か
ら
の
熱
心
な
選
手

で
、上
野
公
園
内
で
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
バッ
タ
ー
」「
ラ
ン
ナ
ー
」な
ど
の
外
来
語
を「
打
者
」

「
走
者
」の
日
本
語
に
し
た
の
は
子
規
で
す
。「
ま
り

投
げ
て
見
た
き
広
場
や
春
の
草
」な
ど
の
句
や
歌

を
詠
み
、
文
学
を
通
じ
て
野
球
の
普
及
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
14
年（
2
0
0
2
）に

野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

噴
水
の
右
手
の
植
え
込
み
に
は
、

上
野
公
園
の
生
み
の
親・ボ
ー
ド
ワ
ン

博
士
の
像
が
あ
り
ま
す
。

上
野
戦
争
後
、
病
院
予
定
地
と
な
っ
て
い
た
上
野

に
視
察
に
来
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士

は
、そ
の
素
晴
ら
し
い
景
勝
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
惜

し
み
、「
景
勝
閑
雅
な
由
緒
あ
る
地
は
、
西
欧
の
都

市
の
よ
う
に
公
園
に
す
べ
き
で
あ
る
」と
強
く
主
張

し
、日
本
で
初
め
て
の
公
園
が
誕
生
し
た
そ
う
で
す
。

日
本
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂

ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士
像
の
す
ぐ
近
く
に
は
、大
正
15

年（
1
9
2
6
）に
建
て
ら
れ
た
東
京
都
美
術
館
が

あ
り
ま
す
。現
在
の
建
物
は
昭
和
50
年（
1
9
7
5
）

に
前
川
國
男
の
設
計
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
隣
に
あ
る
の
が
明
治
23
年（
1
8
9
0
）

東
京
音
楽
学
校（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）本
館
と
し

て
建
設
さ
れ
た
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
で
す
。

「
根
岸
の
里
」で
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
が
、
昭
和
の
爆
笑
王

と
い
わ
れ
た
林
家
三
平
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た

林
家
三
平
は
高
座
で「
根
岸
の
里
か
ら
や
っ
て
き
ま

し
た
」と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
子
規
庵
・
書
道

博
物
館
と
1
つ
路
地
を
隔
て
た
場
所
に
は
故
・

林
家
三
平
の
記
念
館「
ね
ぎ
し
三
平
堂
」が
あ

り
ま
す
。

尾
竹
橋
通
り
と
尾
久
橋
通
り
が
交
差
す
る
根

岸
小
前
の
交
差
点
の
角
に「
笹
乃
雪
」が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
絹
ご
し
豆
腐
発
祥
の
店
で
、子
規
や
漱
石

な
ど
の
文
人
た
ち
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
店
で
す
。

店
の
前
に
は
子
規
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。因
み
に

こ
の
店
で
は
豆
腐
を「
豆
富
」と
書
き
ま
す
。

言
門
通
り
を
谷
中
方
面
に
進
む
と
左

手
に
寛
永
寺
の
根
本
中
堂
が
見
え
て
き
ま

す
。
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
江
戸
城
の
鬼

門
の
鎮
護
の
た
め
に
天
海
僧
正
が
創
建
。

現
在
の
寺
は
明
治
8
年（
1
8
7
5
）に
復

興
し
た
も
の
。
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ「
天

璋
院
篤
姫
」の
墓
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

Walk ueno&uguisudaniIn
上野・鶯谷界隈

Scene15
芸術と文化の宝庫・上野公園、文人たちがこよなく愛した鶯谷。車を駐車
場に置いて、初夏の景色を愛でながら、のんびりと散策。きっと新しい発見
があるはずです。今回、上野・鶯谷界隈の案内をしてくださるのは、台東区
文化産業観光部観光課の土屋範さんと本保育枝さんです。

ねぎし三平堂

TR東京都道路整備保全公社が
管理する

寛永寺橋駐車場
所在地／東京都台東区根岸１丁目６番

（寛永寺陸橋下）
営業時間・料金／全日（8時～24時）

20分100円
全日（24時～8時）
40分100円

収容台数／27台

※取材協力／
台東区文化産業観光部観光課

台東区根岸2-10-4 03-3872-2645
開館時間／午前9時30分～午後4時30分（入館は4時まで）
休館日／月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

12月29日～1月３日
台東区循環バス『めぐりん』21
「入谷区民館根岸分館」下車。徒歩5分

書道博物館

本保です。
上野の良さを
発見して
ください。

土屋です。
上野界隈には
見所が
いっぱい。

黒田記念館

東京文化会館 国立西洋美術館

ボードワン博士像

↓国立科学博物館

正岡子規記念球場（上）と句碑

京成電鉄博物館動物園駅跡

←旧因州池田屋敷表門
屋根は入母屋造り、門の左右
に向唐破風屋根の番所を備え
た大名屋敷表門として最も格
式が高い。

寛永寺旧本坊表門

寛永寺の根本中堂と鐘

歩
く
だ
け
で
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

ア
ー
ト
と
文
化
の
宝
庫
・
上
野
公
園

寛
永
寺
境
内
を
抜
け
る
と
い
よ
い
よ
上
野
公
園
。

こ
の
一
帯
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
寛
永
寺
の
境
内

で
し
た
が
、
明
治
維
新
後
に
官
有
地
と
な
り
、大

正
13
年（
1
9
2
4
）に
東
京
市
に
下
賜
さ
れ
て
公

園
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
東
京
藝
術
大
学
を
始

め
、
美
術
館
や
博
物
館
が
集
ま
る
ア
ー
ト
と
文
化

に
満
ち
た
カ
ル
チ
ャ
ー
エ
リ
ア
で
す
。

寛
永
寺
を
あ
と
に
右
に
藝
大
附
属
音
楽
高
校
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
、
交
差
点
の
右
手
に
平
成
13
年（
2
0
0
1
）に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
黒
田
記
念
館
が
あ
り

ま
す
。
日
本
近
代
洋
画
の
父
と
い
わ
れ
る
黒
田
清

輝
の
代
表
作『
湖
畔
』を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
路
を
挟
ん
だ
レ
ト
ロ
な
建
物
は
、
昭
和
8
年

上野公園界隈を歩いていると、レトロな雰囲
気のバスを見かけます。これがうわさの“めぐ
りん”。広い上野界隈の散策に疲れたら、“めぐ
りん”に乗って町めぐり。歩いている時とは目
線も違い、新しい発見があるはずです。どこま
で行ってもたった100円。
乗り継ぎ券をもらえば、1回に限り、
無料で乗り継ぎＯＫです。

循環バス“めぐりん”。
たった100円のバスツアー！

開催期間
平成21年9月21日（月・祝）～9月25日（金）
昨年に引き続き、文化芸術の街「上野」と
喜劇発祥の地「浅草」を舞台に、コメディ映画の祭
典が開催されます。映画祭初のコンペに向けて、
20分以内の短編コメディ映像作品を募集中！

←↑
旧東京音楽学校
奏楽堂

これが、
上野戦争の時の弾の痕。

戦いの激しさを
物語っています。

パンダ橋
橋名を刻んだ白と
黒のコントラスト
の花崗岩の碑が
ある。

↑ジュエリー
ブリッジ

美空ひばりさん
の手形を発見！

原寸大の
クジラのオブジェで

ポーズ！

東京都美術館

笹乃雪に建つ正岡子規の碑

子規庵
笹乃雪に建つ正岡子
規の碑には、「水無月
や根岸涼しき篠の雪」
「蕣(あさがお)に朝商
ひす篠の雪」の句が刻
まれている。

「第2回したまちコメディ
映画祭in台東」開催決定!!

詳細は【公式ＨＰhttp://www.shitacome.jp】をご覧ください。
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文
人
た
ち
が
愛
し
た「
根
岸
の
里
」・
鶯
谷
、誇
り
高
き

芸
術
の
杜
・
上
野
、そ
し
て
闇
市
か
ら
発
展
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ア
メ
横
。こ
の
町
の
魅
力
は
、歴
史
と
文

化
、独
特
の
人
情
が
か
も
し
出
す
雰
囲
気
が
渾
然
一

体
と
な
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

楽しいイベント目白押しの台東区へGO!
台東区の観光ごよみ（5月～7月）

※掲載データは2009年4月20日現在のものです。

5月
5日（火・祝）／宝の舞（浅草寺境内）
8日（金）～10日（土）／下谷神社大祭

（下谷神社 東上野3-29-8）

9日（土）・10日（土）／浅草橋マロニエまつり
中旬／小野照崎神社大祭（小野照崎神社 下谷2-13-14）
15日（金）～17日（土）／三社祭

（浅草神社 浅草2-3-1）

25日（月）／江戸消防慰霊祭
（弥生祭）浅草寺境内

五條天神大祭
（五條天神社 上野公園4-17）

25日（月）～31日（日）／さつきフェスティバル
（上野公園不忍池畔）

30日（土）・31日（日）／お富士さんの植木市と花の
フェスティバル（浅間神社周辺）

6月
5日（金）～7日（日）／鳥越祭（鳥越神社 鳥越2-4-1）
27日（土）・28日（日）／お富士さんの植木市と花の

フェスティバル（浅間神社周辺）
30日（火）／茅の輪くぐり（鳥越神社、小野照崎神社 ほか）

7月
1日（水）／富士祭（小野照崎神社 下谷2-13-14）
上旬／下町七夕まつり（かっぱ橋本通り）
6日（月）～8日（水）／入谷朝顔まつり

（入谷鬼子母神 下谷1-12-16）

9日（木）・10日（金）／四万六千日・ほおずき市（浅草寺境内）
中旬～8月上旬／

うえの夏まつり
（上野中央通り、不忍池畔）

18日（土）／うえの夏まつり
パレード
（上野中央通り）

25日（土）／隅田川花火大会（隅田川）

●イベントに関するお問い合わせ
台東区文化産業観光部観光課
03- 5246-1151

3
度
も
首
が
落
ち
た
上
野
大
仏
は

「
も
う
落
ち
る
こ
と
は
な
い
」合
格
大
仏
に

動
物
園
横
の
見
上
げ
る
よ
う
な
石
造
り
の
大
鳥

居
が
、
安
政
の
大
地
震
の
時
も
関
東
大
震
災
の
時

に
も
ビ
ク
リ
と
も
し
な
か
っ
た
上
野
東
照
宮
の
明

神
鳥
居
で
す
。

こ
の
鳥
居
と
対
照
的
な
の
が
上
野
大
仏
。
寛
永

8
年（
1
6
3
1
）に
造
ら
れ
、
正
保
4
年（
1
6
4

7
）の
大
地
震
、
天
保
12
年（
1
8
4
1
）安
政
の
大

地
震
、大
正
12
年（
1
9
2
3
年
）関
東
大
震
災
で
、

首
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
3
度
も

首
が
落
ち
た
上
野
大
仏
は「
も
う
落
ち
る
こ
と
は

な
い
」合
格
大
仏
と
し
て
、
合
格
祈
願
に
訪
れ
る
人

が
多
い
そ
う
で
す
。

そ
の
す
ぐ
そ
ば
に「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草

か
」と
芭
蕉
が
詠
ん
だ
上
野
の
山
の
「
時
の
鐘
」

が
あ
り
ま
す
。
時
計
が
現
在
の
よ
う
に
普
及
し
て

い
な
か
っ
た
江
戸
時
代
、こ
の
鐘
が
人
々
に
時
刻
を

知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
今
も
鐘
楼
を
守
る
人
に
よ

っ
て
、
鐘
が
撞
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

上
野
の
町
の
移
り
変
わ
り
を

見
守
り
続
け
て
い
る
西
郷
さ
ん

上
野
の
シ
ン
ボ
ル
の
西
郷
さ
ん
は
、上
野
駅
の
し

の
ば
ず
口
の
近
く
に
上
野
の
町
を
見
下
ろ
す
よ
う

に
し
て
立
っ
て
い
ま
す
。
筒
袖
に
兵
児
帯
を
し
め
た

着
流
し
姿
で
右
手
に
犬
を
引
い
て
い
る
銅
像
の
作

者
は
、
高
村
光
太
郎
の
父・
高
村
光
雲
。
除
幕
式
に

参
列
し
た
西
郷
夫
人
が「
う
ち
の
人
は
こ
ん
な
み

す
ぼ
ら
し
い
格
好
を
し
て
な
か
っ
た
」と
嘆
い
た
と

い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
西
郷
さ
ん

は
、上
野
の
移
り
変
わ
り
を
ど
の
よ
う
見
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

公
園
の
南
に
あ
る
不
忍
池
は
、
琵
琶
湖
に
見
立

て
池
内
に
弁
天
島
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
遊
歩
道

に
よ
っ
て
蓮
池
、
ボ
ー
ト
池
、
鵜
の
池
に
分
か
れ
、

ブ
ラ
リ
散
歩
に
お
薦
め
の
ポ
イ
ン
ト
。

池
の
ほ
と
り
に
あ
る
寄
席
風
の
建
物
は
下
町
風

俗
資
料
館
で
す
。入
り
口
に
置
か
れ
た
赤
い
ポ
ス
ト

も
時
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。館
内
は
下
町
の
路
地
、

駄
菓
子
屋
、鼻
緒
問
屋
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、

昔
の
下
町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
す
。

ア
メ
横
と
呼
ば
れ
る
商
店
街
で
す
。
正
し
く
は
、

ア
メ
横
商
店
街
連
合
会
で
、
4
0
0
軒
以
上
の
店

舗
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ア
メ
横
の
名
前
の
由
来
は
、

終
戦
の
頃
に
こ
こ
で
飴
を
売
り
出
し
た
か
ら
と
か
、

米
兵
が
物
資
を
持
ち
込
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
製
品
が

大
量
に
売
ら
れ
た
か
ら
と
か
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

戦
後
の
闇
市
か
ら
発
展
し
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う

で
す
。
び
っ
く
り
す
る
の
は
、人
の
波
で
大
混
雑
す

る
ア
メ
横
の
ほ
ぼ
中
心
に
、
徳
大
寺
と
い
う
お
寺
が

あ
る
こ
と
で
す
。
約
6
0
0
年
前
に
創
建
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、ア
メ
横
よ
り
も
前
に
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

び
っ
く
り
！
雑
踏
の
ア
メ
横
に

「
厄
除
け
、招
福
、開
運
」の
徳
大
寺

上
野
公
園
を
後
に
、
中
央
通
り
を
わ
た
る
と
、

山
手
線
の
高
架
西
側
に
沿
っ
て
縦
長
に
伸
び
る
約

4
0
0
m
の
商
店
街
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
通
称

西郷像

台東区上野公園2-1
03-3823-7451
開館時間／
午前9時30分
～午後4時30分
（入館は4時まで）
休館日／月曜日
(祝日と重なる場合は翌日）
12月29日～1月1日

下町風俗資料館

上野駅周辺の地下を有効活用する歩行者
専用の「上野中央通り地下歩道」が完成。
JR・京成・東京メトロ銀座線と日比谷線の上
野駅、銀座線・上野広小路駅、都営大江戸
線・上野御徒町駅、JR御徒町駅、日比谷線・
仲御徒町駅が地下でつながり、既存の地下
通路と併せて延長およそ1kmに及ぶ大空間
が上野の地中に誕生しました。都市環境の
向上に貢献する地下の
歩道管理にTR東京都
道路整備保全公社も
協力しています。

文化の街の歩行空間ネットワーク

平日でも賑わうアメ横

徳大寺

上野大仏

不忍池から望む
弁天堂

上野の鐘

こ
こ
は
日
本
初
の
本
格
的
な
音

楽
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
滝
廉
太
郎

や
山
田
耕
筰
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
音
楽
家
を

誕
生
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
も
様
々
な
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
奏
楽
堂
の
裏
手
に
広
が
る
の
が
、
明
治
15

年（
1
8
8
2
）に
開
園
し
た
日
本
で
最
も
古
い
上

野
動
物
園
で
す
。
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
だ
っ
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
い
な
い
の

は
残
念
で
す
。

動
物
園
の
敷
地
の
中
に
、な
ぜ
か
、
旧
寛
永
寺
の

五
重
塔
が
聳
え
て
い
ま
す
。

上野動物園

旧寛永寺の五重塔

不忍池畔の
めがね之碑
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私
は
N
H
K
テ
レ
ビ
の
鶴
瓶
の『
家
族
に
乾
杯
』が
好

き
で
あ
る
。
鶴
瓶
が
突
然
、
街
に
や
っ
て
き
て
ま
っ
た
く

知
ら
な
い
家
族
と
親
し
く
な
り
、
家
族
の
中
に
入
り
込

み
、や
が
て
、
家
族
の
人
た
ち
も
鶴
瓶
の
ペ
ー
ス
に
引
き

込
ま
れ
、
家
族
の
歴
史
み
た
い
な
も
の
を
語
り
出
し
、

そ
の
話
を
鶴
瓶
は
上
手
に
受
け
止
め
、
盛
り
上
げ
て
最

後
に
鶴
瓶
が
帰
る
頃
に
は
最
初
会
っ
た
頃
よ
り
も
鶴
瓶

と
家
族
の
関
係
が
ど
ん
ど
ん
親
し
み
が
わ
い
て
き
て
、テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
こ
ち
ら
側
は
胸
が
き
ゅ
ー
ん
と
し
て

く
る
。

こ
の
番
組
は
テ
レ
ビ
の
基
本
の
、
外
に
出
か
け
て
い
く

楽
し
さ
が
あ
っ
て
、な
ぜ
、今
の
テ
レ
ビ
は
も
っ
と
外
に

出
か
け
て
い
か
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
さ
え
わ
い
て
く
る

楽
し
い
番
組
で
あ
る
。

こ
の
鶴
瓶
を
見
て
い
る
と
、
私
は
鶴
瓶
の
よ
う
に
見

知
ら
ぬ
家
族
に
入
っ
て
い
く
自
信
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、

電
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
突
然
に
散
歩
し
た
く
な
る
。
そ

ん
な
気
分
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
気
持
ち
を
押
さ
え
ず

に
最
寄
り
の
駅
に
降
り
て
、
目
標
も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

き
始
め
る
。

つ
い
先
日
も
西
武
池
袋
線
の
江
古
田
駅
に
用
も
な
く

降
り
た
。
江
古
田
駅
と
い
う
の
は
日
大
が
あ
る
の
は
知

っ
て
い
る
が
、そ
れ
以
上
に
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
の
で
、

余
計
に
降
り
た
く
な
っ
た
の
だ
。

と
き
に
は
深
呼
吸
し
て
、と
き
ど
き
立
ち
止
ま
っ
て
、
空

の
天
気
を
眺
め
て
ぼ
う
っ
と
歩
く
。
ひ
た
す
ら
ぼ
う
っ
と

で
き
な
い
の
は
散
歩
で
は
な
く
、た
だ
の
歩
行
で
あ
る
。

ぼ
う
っ
と
歩
い
て
い
る
と
、
逆
に
、
例
え
ば
商
店
街
の

床
の
タ
イ
ル
の
色
な
ど
が
目
に
入
っ
て
き
た
り
、
商
店
街

の
看
板
の
名
前
が
飛
び
込
ん
だ
り
す
る
。
そ
れ
こ
そ
ぼ

う
っ
と
し
て
い
る
ほ
う
が
商
店
街
の
特
徴
が
見
え
て
く

る
。
無
理
矢
理
風
景
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
限
ら
れ
た

風
景
し
か
目
に
入
っ
て
こ
な
い
の
だ
。

ぼ
う
っ
と
歩
い
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
商
店
街
の
細
部
が

見
え
て
く
る
。
小
さ
な
喫
茶
店
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
気
が
つ

く
の
で
あ
る
。

私
は
江
古
田
駅
の
改
札
口
を
通
る
と
、
商
店
街
に
つ

づ
く
道
の
方
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
き
は
じ
め
た
。
物
書
き

と
い
う
の
は
因
果
な
商
売
で
、
ぼ
う
っ
と
し
て
道
を
歩

く
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。「
ど
こ
か
面
白
い
と
こ

ろ
は
な
い
か
」と
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
歩
く
の
が
癖
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
歩
く
の
が
散
歩
の
敵
な
の

だ
。
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
で
は
な
く
、
ぼ
う
っ
と
す
る
ほ
う
が

い
い
。
何
も
考
え
ず
に
ひ
た
す
ら
ぼ
う
っ
と
歩
く
。
つ
ま

り
散
歩
と
は
ぼ
う
っ
と
歩
く
こ
と
な
の
だ
。
何
か
を
発

見
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
散
歩
の
目
を
曇
ら
せ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。
肩
の
力
を
抜
き
、
歩
く
の
も
遅
足
で
、

も
ち
ろ
ん
珈
琲
好
き
な
私
は
小
さ
な
喫
茶
店
に
入
っ

て
、
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
道
行
く
人
た
ち
を
ぼ
う
っ
と

眺
め
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
！
江
古
田
は
私
の
生
ま
れ
育

っ
た
中
央
線
沿
線
高
円
寺
に
似
て
い
る
な
あ
」と
そ
の
街

そ
の
街
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
え
て
く
る
と
き
も
あ
る
。

私
は
小
さ
な
喫
茶
店
を
出
て
、
商
店
街
を
突
っ
切
っ

て
、ふ
つ
う
の
家
並
み
に
変
っ
て
き
て
も
、さ
ら
に
ぼ
う

っ
と
歩
い
て
い
た
ら
、
路
地
に
出
た
。
路
地
を
歩
い
て
い

る
と
、
3
人
の
兄
弟
ら
し
き
男
の
子
達
が
、
首
に
タ
オ

ル
を
巻
い
て
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
3
人

の
男
の
子
た
ち
の
お
父
さ
ん
に
髪
の
毛
を
鋏
で
順
番
に

刈
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
髪
の
毛
が
落
ち
て

も
い
い
よ
う
に
首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
い
る
の
だ
。
お
父

さ
ん
は
ひ
と
り
ひ
と
り
片
付
け
て
い
く
の
で
は
な
く
、

一
人
の
男
の
子
の
髪
の
毛
を
ち
ょ
っ
と
刈
る
と
、
隣
り

の
男
の
子
の
髪
の
毛
も
ち
ょ
っ
と
刈
っ
て
い
る
。
お
父
さ

ん
に
は
そ
の
ち
ょ
っ
と
ず
つ
が
楽
し
そ
う
な
の
だ
。

３
人
の
子
ど
も
た
ち
に
陽
射
し
が
当
た
っ
て
い
て
、ま

さ
し
く
昭
和
三
十
年
代
の
匂
い
が
し
て
き
た
。
こ
の
お

父
さ
ん
は
若
い
頃
、
理
容
師
を
や
っ
て
い
て
、
髪
の
毛
を

刈
る
の
は
お
父
さ
ん
の
役
割
で
、
ず
う
っ
と
や
っ
て
き
て
、

こ
の
子
ど
も
た
ち
3
人
も
お
父
さ
ん
に
髪
の
毛
を
刈
っ

て
も
ら
う
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
顔
つ
き
を
し
て
い

る
な
ど
と
一
人
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
。

私
は
髪
の
毛
を
刈
っ
て
い
る
親
子
の
横
を
通
り
過
ぎ

て
、角
を
右
に
曲
が
っ
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
ぼ
う
っ
と
歩
い
て
い

る
と
、
元
の
商
店
街
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
私
の
散
歩
は
健
康
の
た
め
の
散
歩
で

は
な
く
、
ぼ
う
っ
と
す
る
た
め
の
散
歩
で
あ
る
。
い
や
は

や
、
歳
を
取
っ
て
く
る
と
、
頭
が
ど
ん
ど
ん
固
く
な
っ
て

き
て
、
ぼ
う
っ
と
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
の
が
一
番
コ
ワ

イ
い
の
で
あ
る
。

作家・詩人ねじめ正一
昭和23年、東京高円寺生まれ。昭和56年、処女詩集
『ふ』で詩壇の芥川賞と呼ばれる『H氏賞』を受賞。平成
元年、初めててがけた小説『高円寺純情商店街』で101
回直木賞受賞。平成16年『まいごのことり』で第15回ひ
ろすけ童話賞を受賞。平成20年、小説『荒地の恋』で中
央公論文芸賞を受賞。大の野球好きで、『落合博満変
人の研究』がある。絵本も『そらとぶこくばん』『わがまま
いもうと』『きちょうめんななまけもの』などがある。最新
刊は小説『商人あきんど』（集英社）。
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環
状
6
号
線

（
都
道
3
1
7
号
・
山
手
通
り
を
含
む
）

日
本
の
産
業
の
発
展
を
支
え
た
酸
素
製
造
工
場

JR
山
手
線
の
外
周
を
走
る
環
状
6
号
線（
東
京
都
道
3
1
7
号
）は
、
品
川
区
東

品
川
二
丁
目
を
起
点
と
し
、
板
橋
区
氷
川
町
を
終
点
と
す
る
全
長
約
20
km
の
道
路
。

通
称
山
手
通
り
と
呼
ば
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39
年（
1
9

6
4
）に
開
通
し
ま
し
た
。

明
治
44
年（
1
9
1
1
）、
東
京
品
川
の
地
で
日
本
初
の
産
業
用
酸
素
の
製
造
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
進
め
た
の
は
日
本
酸
素
株
式
会
社
の
創
始
者
・
山

口
武
彦
。
明
治
24
年（
1
8
9
1
）、
農
商
務
省
の
特
許
局
に
勤
め
た
山
口
は
機
械
の

審
査
を
担
当
し
な
が
ら
、欧
米
先
進
諸
国
の
機
械
工
業
に
関
心
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。
長
年
親
交
の
あ
っ
た
高
橋
是
清
が
日
本
初
の
製
釘
事
業
を
興
す
た
め
の
欧
米
視

察
を
山
口
に
命
じ
た
の
は
明
治
28
年（
1
8
9
6
）の
こ
と
。
2
年
後
に
帰
国
し
た

彼
が
実
感
し
た
の
は
、
日
本
の
技
術
水
準
が
欧
米
に
比
べ
て
は
る
か
に
遅
れ
て
い
る

こ
と
で
し
た
。
明
治
39
年（
1
9
0
6
）、山
口
は
日
本
の
機
械
工
業
育
成
の
た
め
に

輸
入
機
械
貿
易
業
・
山
武
商
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
酸
素
に
よ
っ
て
鉄
を
溶
接
す
る

と
い
う
新
技
術
を
い
ち
早
く
知
っ
た
山
口
は
、
酸
素
ガ
ス
が
将
来
の
日
本
の
産
業
発

展
に
は
不
可
欠
だ
と
考
え
、そ
の
頃
日
本
銀
行
副
総
裁
を
務
め
て
い
た
高
橋
是
清
の

後
援
を
得
て
、
明
治
43
年（
1
9
1
0
）に
日
本
酸
素
合
資
会
社
を
創
立
。
日
本
で
初

め
て
の
酸
素
製
造
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
場
所
を
酸
素
工
場
の
用
地
に
決
め
た
の
は
、「
空
気
か
ら
酸
素
を
取
る
の
だ

か
ら
、山
の
中
で
人
家
の
少
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
酸
素
は
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
頃
の
品
川

は
ま
だ
雑
木
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
酸
素
工
場
は
関
東
大
震
災
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
戦
火
を
免
れ
、
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）ま
で
品
川
の
地
に
日
本
酸
素
記
念
館

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
日
本
酸
素
の
研
究
開
発
の
拠
点
で
あ
る
山

梨
県（
北
巨
摩
郡
高
根
町
下
黒
沢
3
0
5
4
‐
3
）に
再
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
音
様
に
な
っ
た
新
橋
の
売
れ
っ
子
芸
者
お
鯉
さ
ん

昭
和
13
年（
1
9
3
8
）、無
住
と
な
っ
て
い
た
天
恩
山
五
百
羅
漢
寺
に
移
り
住
ん

だ
一
人
の
尼
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
は
安
藤
妙
照
尼
。
彼
女
は
本
名
を
安
藤
照
と
い

い
、
明
治
13
年（
1
8
8
0
）、
東
京
四
谷
の
漆
問
屋
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
の
没

落
で
14
歳
の
と
き
に
花
柳
界
に
入
り
、
新
橋
の
売
れ
っ
子
芸
者
に
な
り
ま
し
た
。
お

鯉
は
芸
者
の
と
き
の
呼
び
名
で
、
新
橋
の「
照
近
江
の
お
鯉
」と
し
て
有
名
で
し
た
。

そ
の
美
貌
は
絵
葉
書
に
描
か
れ
る
ほ
ど
で
、
歌
舞
伎
役
者
の
市
村
羽
左
衛
門
に

見
初
め
ら
れ
結
婚
も
し
ま
し
た
が
、
再
び
芸
者
に
舞
い
戻
り
ま
し
た
。
明
治
37
年

（
1
9
0
4
）、当
時
の
総
理
大
臣・
桂
太
郎
と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
た
お
鯉
は
、そ

の
後
赤
坂
榎
町
の
妾
宅
に
移
り
ま
し
た
。
総
理
大
臣
官
邸
内
に
は「
お
鯉
の
間
」も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
正
2
年（
1
9
1
3
）、桂
太
郎
が
他
界
し
た
後
、カ
フ
ェ
や
待
合
い
を
経
営
し
て

い
た
お
鯉
さ
ん
は
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、偽
証
罪
に
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
彼
女

の
身
元
引
受
人
と
な
っ
た
の
が
、
国
家
主
義
運
動
の
草
分
け
的
存
在
だ
っ
た
玄
洋
社

の
総
帥
・頭
山
満
。
頭
山
の
薦
め
で
、
歌
舞
伎
役
者
と
総
理
大
臣
を
夫
に
し
た
新
橋

の
売
れ
っ
子
芸
者
お
鯉
は
尼
僧
と
な
り
、
昭
和
13
年
に
妙
照
尼
を
名
乗
っ
て
無
住
で

荒
れ
寺
の
羅
漢
寺
に
入
り
ま
し
た
。
新
橋
近
江
屋
の
半
玉
か
ら
出
発
し「
照
近
江
の

お
鯉
」と
し
て
鳴
ら
し
、
型
破
り
な
人
生
を
送
っ
た
お
鯉
は
、
第
二
次
大
戦
前
後
の

困
難
な
時
代
に
こ
の
寺
を
守
り
、
昭
和
23
年（
1
9
4
8
）69
歳
で
世
を
去
り
ま
し

た
。
今
も
本
堂
脇
で「
お
鯉
観
音
」と
し
て
寺
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
も
多
く
の
謎
を
残
す
帝
銀
事
件

昭
和
23
年（
1
9
4
8
）1
月
26
日
、午
後
3
時
を
少
し
回
っ
た
頃
、
西
武
池
袋
線

（
当
時
は
武
蔵
野
線
）の
椎
名
町
駅
近
く
に
あ
っ
た
帝
国
銀
行
椎
名
町
支
店
に
1
人
の

男
が
現
れ
ま
し
た
。
当
時
の
地
番
は
東
京
都
豊
島
区
長
崎
1
‐
33
（
今
の
長
崎

1
‐
7
‐
1
付
近
）で
質
屋
の
建
物
を
利
用
し
た
も
の
で
し
た
。
男
は
東
京
都
防
疫
班

の
腕
章
を
つ
け
て
お
り
、
厚
生
技
官
の
名
刺
を
差
し
出
し「
近
く
の
家
で
集
団
赤
痢

が
発
生
し
た
の
で
、
予
防
薬
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
告
げ
て
、
行
員
と
用
務
員
一

家
の
合
計
16
人
に
青
酸
化
合
物
を
飲
ま
せ
、
12
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
世
に
い
う
帝
銀
事
件
で
す
。

犯
人
は
現
金
16
万
円
と
小
切
手
を
奪
っ
て
逃
走
。
事
件
発
生
の
2
日
後
に
被
害

総
額
は
現
金
16
万
3
4
1
0
円
と
小
切
手
1
万
7
4
5
0
円
の
計
18
万
8
6
0
円

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
犯
人
は
事
件
か
ら
翌
日
の
27
日
、小
切
手
を
安
田

銀
行
板
橋
支
店
で
換
金
し
ま
し
た
。
現
在
の
金
額
に
換
算
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
、
因
み
に
昭
和
23
年
頃
の
JR
の
初
乗
り
は
3
円
で
し
た
。

捜
査
本
部
の
調
査
に
よ
っ
て
、
前
年
の
昭
和
22
年
10
月
14
日
に
安
田
銀
行
荏
原
支

店
、
帝
銀
事
件
の
１
週
間
前
に
三
菱
銀
行
中
井
支
店
で
厚
生
省
の
者
と
名
乗
る
男

が
同
様
の
手
口
で
未
遂
事
件
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
安
田
銀
行

荏
原
支
店
に
は
犯
人
が
支
店
長
に
名
刺
を
渡
し
、
そ
れ
が
手
が
か
り
と
な
り
捜
査

が
進
め
ら
れ
、
平
沢
貞
通
画
伯
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
犯
人
と
さ
れ
た
の
が
著
名

な
画
家
だ
っ
た
こ
と
で
、
世
間
に
衝
撃
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
捜
査
班
の
中
に
い
た

の
が
、戦
後
最
大
の
誘
拐
事
件
と
言
わ
れ
た
吉
展
ち
ゃ
ん
事
件
を
担
当
し
た
平
塚
八

兵
衛
で
す
。
公
判
で
無
実
を
訴
え
続
け
た
画
伯
に
死
刑
が
確
定
し
ま
し
た
が
、
歴
代

の
法
務
大
臣
も
死
刑
執
行
命
令
に
サ
イ
ン
せ
ず
、
昭
和
62
年（
1
9
8
7
）5
月
10
日

に
95
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
に
起
き
た
こ
の
事
件
は
、未
だ

に
多
く
の
謎
を
残
し
て
い
ま
す
。
事
件
を
題
材
に
松
本
清
張
は『
小
説
帝
銀
事
件
』

『
日
本
の
黒
い
霧
』を
書
き
、
日
本
を
代
表
す
る
社
会
派
映
画
監
督
・
熊
井
啓
は
昭
和

39
年（
1
9
6
4
）に
、『
帝
銀
事
件
・死
刑
囚
』で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

写真提供・東京都

写真提供・東京都

山手通り下の都営地下鉄12号線の工事現場

事件の舞台となった
帝国銀行椎名町支店
（1948年1月27日）
朝日新聞社「朝日歴史写真ライブラリー 戦争と庶民1940-1949 第5巻」より

大崎駅周辺

帝国銀行椎名町支店があった付近

帝銀事件現付近に
ある長崎神社

西武池袋線
椎名町駅付近の
山手通り

お鯉さんが住職を務めた
五百羅漢寺

山手通りから望む中目黒駅

環状6号線
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ひ
ろ
げ
な
が
ら
そ
れ
ま
で
直
接
会
う
こ
と

が
な
か
っ
た
相
手
、
中
国
人
フ
ァ
ン
ド
・マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で〈
赤
い
ハ
ゲ
タ
カ
〉と
呼
ば

れ
て
い
る
劉
一
華（
リ
ュ
ー
・
イ
ー
フ
ァ
＝

玉
山
鉄
二
）と
最
後
の
対
決
を
前
に
顔
を

合
わ
せ
る
、と
い
う
シ
ー
ン
の
撮
影
だ
。

T
V
放
送
さ
れ
て
か
ら
4
年
、
栗
山
千

明
、
松
田
龍
平
、
柴
田
恭
兵
ら
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
・
メ
ン
バ
ー
が
再
結
集
し
て
、そ
こ
に

新
た
な
強
敵
の
劉
一
華
が
出
現
す
る
。

ほ
ん
と
う
な
ら
も
っ
と
早
く
撮
影
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、い
ざ
撮
影
開
始
、と

い
う
と
き
に
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム・ロ
ー
ン
の
破

綻
に
よ
る
1
0
0
年
に
一
度
の
大
不
況
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
脚
本
に
書
か
れ
た

こ
と
と
実
際
の
金
融
業
界
の
状
況
が
ズ

レ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
に
書

き
直
し
て
撮
影
が
大
幅
に
遅
れ
た
の
だ

そ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
駐
車
場
と
い
う
の
は
東
京

都
内
で
は
な
か
な
か
ロ
ケ
に
貸
し
て
も
ら

え
な
い
、と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
撮
影
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
車
の

出
入
り
も
制
限
さ
れ
て
邪
魔
だ
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

で
も
あ
そ
こ
な
ら
大
丈
夫
、と
言
わ
れ
、

多
く
の
ア
ク
シ
ョ
ン
物
の
映
画
が
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
の
が
渋
谷
に
あ
る
N
H
K

放
送
セ
ン
タ
ー
近
く
の
駐
車
場
だ
。
映
画

の
舞
台
に
な
る
場
所
は
お
か
ま
い
な
し

に
、
渋
谷
の
駐
車
場
が
丸
の
内
や
銀
座
の

駐
車
場
に
バ
ケ
て
登
場
す
る
。

で
も
、『
ハ
ゲ
タ
カ
』は
ち
ょ
っ
と
珍
し
い

「
丸
ノ
内
鍛
冶
橋
駐
車
場
」で
の
撮
影
。
ち

ゃ
ん
と
撮
影
場
所
が
わ
か
っ
て
い
る
駐
車

場
の
シ
ー
ン
な
ん
て
あ
ま
り
な
い
こ
と
だ

か
ら
お
見
逃
し
な
く
、
と
は
言
っ
て
も
、

駐
車
場
見
た
さ
に
映
画
を
見
る
人
な
ん
て

い
る
の
か
な
ぁ
？

東
京
駅
を
中
心
と
す
る
丸
の
内
の
有

楽
町
に
向
か
う
側
に
は
、
日
本
を
代
表
す

る
企
業
の
本
社
だ
け
で
な
く
、
有
名
な
ブ

ラ
ン
ド
店
が
軒
を
並
べ
て
銀
座
と
張
り
合

う
華
や
か
な
通
り
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
パ

リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
よ
う
な
ビ
ス

ト
ロ
、カ
フ
ェ・バ
ー
な
ど
も
あ
り
、丸
の
内

3
丁
目
に
は
、『
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン

弾
き
』『
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』

な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
で
知
ら
れ

る
帝
国
劇
場
も
あ
る
。
明
治
44
年（
1
9

1
1
）に
竣
工
。
日
本
初
の
西
洋
式
劇
場

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
帝
国
劇
場

は
、
帝
劇
と
呼
ば
れ「
今
日
は
帝
劇

明

日
は
三
越
」と
い
う
消
費
文
化
の
象
徴
の

よ
う
な
名
コ
ピ
ー
を
生
ん
だ
。
映
画
を
上

映
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
最
初
が『
こ

れ
が
シ
ネ
ラ
マ
だ
！
』で
、
最
後
に
な
っ
た

の
が『
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
』。
こ
れ
で

閉
館
し
て
取
り
壊
さ
れ
、
昭
和
41
年（
1

9
6
6
）に
新
た
に
誕
生
し
た
の
が
、
現

在
の
帝
国
劇
場
で
1
階
席
と
2
階
席
あ

わ
せ
て
1
8
9
7
人
が
見
ら
れ
る
と
い
う

大
劇
場
だ
。

埼玉県生まれ。映画雑誌、PR誌編集を経てフリ
ーとなり、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等で活躍。
著書『食欲的映画生活術』、『ハリウッド・スキャ
ンダル』（共著）、『スクリーンの悪女』（監修）、『映
画とたべもの』ほか。NHKラジオ第一「ラジオ
ビタミン」（月1回朝9時20分）出演。ケーブルＴＶ
の「スター・チャンネル」で映画解説をするほか、
日経新聞の金曜日、映画評を執筆中。

渡辺祥子
Sachiko Watanabe

『ハゲタカ』
2009年6月6日（土）より、
全国東宝系にて公開！
©2009 映画「ハゲタカ」製作委員会

清
張
ミ
ス
テ
リ
ー『
点
と
線
』の

ト
リ
ッ
ク
の
鍵
と
な
っ
た

東
京
駅
ホ
ー
ム

映
画
を
観
て
い
て
ド
ラ
マ
と
関
係
な
く

嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
一
つ
が
、
自

分
の
よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
が
舞
台
に
な

っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
と
き
。
自
宅
の

近
所
が
映
画
に
出
て
く
る
、と
い
う
の
も

嬉
し
い
も
の
だ
け
ど
、
友
だ
ち
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
場
所
が
出
て
き
て
、
そ
の
場

所
を
め
ぐ
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
盛
り
上
が

る
、な
ん
て
こ
と
に
な
っ
た
ら
こ
れ
ま
た

嬉
し
い
。
も
っ
と
も
、
映
画
な
の
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
盛
り
上
が
る
た
め
に
は
そ
こ
で

何
か
ド
ラ
マ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き

て
く
れ
な
い
と
困
る
の
だ
け
ど
。

た
と
え
ば
、
日
本
経
済
の
成
長
に
よ
る

列
車
の
需
要
増
大
で
、
発
着
す
る
ホ
ー
ム

の
数
が
大
幅
に
増
え
た
り
、そ
れ
に
と
も

な
う
列
車
ダ
イ
ヤ
の
変
更
で
現
在
で
は
通

用
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
松
本
清
張
ミ

ス
テ
リ
ー『
点
と
線
』の
東
京
駅
の
ホ
ー
ム

の
よ
う
な
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
ら
、こ
れ
は

嬉
し
い
。
作
者
が
書
い
た
当
時
は
た
し
か

に
横
須
賀
線
の
ホ
ー
ム
か
ら
九
州
行
き
の

列
車
が
つ
か
の
間
見
え
、そ
れ
に
よ
っ
て
実

際
に
は
何
の
関
係
も
な
い
男
女
が
、
恋
人

同
士
の
よ
う
に
目
撃
さ
れ
る
、と
い
う
ト

リ
ッ
ク
が
成
立
し
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い

る（
と
思
う
け
ど
）東
京
駅
の
横
須
賀
線

の
ホ
ー
ム
で
発
生
す
る
出
来
事
。
そ
こ
は

映
画
だ
か
ら
実
際
に
見
え
る
時
間
を
待
っ

て
撮
影
し
た
な
ど
と
は
思
わ
な
い
が
、
映

画
に
な
っ
た『
点
と
線
』に
も
そ
の
シ
ー
ン

が
あ
っ
て
、こ
の
ト
リ
ッ
ク
と
と
も
に
映
画

の
ほ
う
も
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

東
京
駅
と
い
え
ば
、
赤
レ
ン
ガ
の
駅
舎
。

こ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・ス
タ
イ
ル
が
す
て
き
な

駅
舎
は
国
の
重
要
文
化
財
。『
N
A
N
A
』

で
は
、こ
の
駅
舎
が
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。
ど
ち
ら
も
、
一
目
見
る
な
り「
あ
、
東

京
駅
！
」と
わ
か
る
お
洒
落
な
駅
舎
の
外

観
を
使
っ
て
い
る
。

今
も
昔
も
東
京
の
表
玄
関
は

東
京
駅
だ

駅
舎
に
つ
な
が
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン・
ホ
テ

ル
で
恋
人
同
士
の
よ
う
に
仲
良
く
デ
ー
ト

を
し
て
い
た
の
が『
東
京
日
和
』の
島
津
巳

喜
男
と
妻
の
ヨ
ー
コ
。
ホ
テ
ル
の
バ
ー
が
撮

影
に
使
わ
れ
た
。
写
真
家
の
荒
木
経
惟

さ
ん
と
亡
き
妻
の
陽
子
さ
ん
の
同
名
フ
ォ

ト
・エ
ッ
セ
ー
に
感
動
し
た
竹
中
直
人
が
監

督
し
て
生
ま
れ
た
映
画
で
、
荒
木
さ
ん
が

モ
デ
ル
の
島
津
を
竹
中
自
身
が
演
じ
、
妻

の
ヨ
ー
コ
役
を
演
じ
た
の
は
中
山
美
穂
、

と
い
う
配
役
。
こ
こ
で
は
夫
婦
の
仲
が
壊

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
島
津
と
ヨ
ー
コ
が
、

そ
の
仲
を
修
復
し
よ
う
と
訪
れ
る
九
州

の
柳
川
の
ほ
か
、
月
島
界
隈
か
ら
有
楽
町

の
ガ
ー
ド
下
、
丸
の
内
の
オ
フ
ィ
ス
街
な

ど
も
出
て
き
て
、
20
世
紀
も
終
わ
り
に

近
づ
い
た
東
京
の
町
が
見
ら
れ
る
の
も
興

味
深
い
。

東
京
駅
は
大
都
会
・
東
京
の
玄
関
。
東

北
か
ら
の
玄
関
が
上
野
で
、九
州
、
中
国
、

関
西
な
ど
か
ら
の
玄
関
が
東
京
駅
、と
長

ら
く
言
わ
れ
て
き
た
が
、改
札
口
を
入
り
、

丸
の
内
口
か
ら
八
重
洲
中
央
口
へ
抜
け
る

地
下
通
路
に
あ
っ
て
飲
食
店
が
並
ぶ
エ
キ

ナ
カ
の
華
や
か
さ
、
駅
周
辺
の
発
展
ぶ
り

を
考
え
る
と
、や
は
り
東
京
の
表
玄
関
は

東
京
駅
だ
。
そ
の
巨
大
駅
の
、
前
が
八
重

洲
口
、
後
ろ
が
丸
の
内
口
、い
や
、
赤
レ
ン

ガ
の
駅
舎
の
正
面
玄
関
が
面
し
て
い
る
の

は
丸
の
内
側
だ
か
ら
、
前
が
丸
の
内
で
後

ろ
が
八
重
洲
な
の
か
な
？
隣
の
駅
が
神
田

と
有
楽
町
、と
い
う
場
所
に
あ
る
迷
路
の

よ
う
に
広
が
る
構
内
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
に
登
場
し
て
、
観

客
に「
あ
、あ
そ
こ
な
ら
知
っ
て
い
る
」と
い

う
楽
し
み
を
与
え
て
き
た
。『
新
幹
線
大

爆
破
』の
爆
弾
を
仕
掛
け
ら
れ
た
列
車
も

こ
の
駅
か
ら
出
発
し
た
。

鎌
倉
あ
た
り
に
住
ん
で
丸
の
内
、
日
本

橋
近
辺
の
会
社
に
勤
め
、
銀
座
の
小
料
理

屋
で
飲
む
、と
い
う
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
小
津
安
二
郎
監
督
映
画
の
主
人
公
た

ち
も
、
利
用
し
て
い
る
の
は
横
須
賀
線
だ

か
ら
東
京
駅
を
利
用
す
る
は
ず
。
が
、そ

こ
は
映
画
な
の
で
日
常
的
な
こ
と
は
省
略

す
る
こ
と
も
多
く
、東
京
駅
が
出
て
き
た
、

と
印
象
に
残
る
の
は
、小
津
監
督
の
初
の

カ
ラ
ー
映
画
と
し
て
知
ら
れ
る『
彼
岸
花
』

く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
映
画
の
冒
頭
近
く
で

中
村
伸
郎
演
じ
る
男
の
娘
が
結
婚
披
露

宴
を
行
う
シ
ー
ン
で
使
わ
れ
た
の
が
ス
テ

ー
シ
ョ
ン・
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

ハ
ゲ
タ
カ
V
S
赤
い
ハ
ゲ
タ
カ
。

マ
ネ
ー
戦
争
の
結
末
は
映
画
館
で
…

こ
の
東
京
駅
か
ら
神
田
方
向
へ
向
か
っ

て
す
ぐ
近
く
が
鎌
倉
河
岸
、
鍛
冶
橋
、
呉

服
橋
の
あ
た
り
。
ま
だ
寒
さ
が
た
け
な
わ

だ
っ
た
今
年
の
2
月
16
日
の
夜
、テ
レ
ビ

で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た『
ハ
ゲ
タ
カ
』の

映
画
化
版
の
ラ
ス
ト
に
向
け
て
盛
り
上
が

る
シ
ー
ン
が
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社

の「
丸
ノ
内
鍛
冶
橋
駐
車
場
」で
撮
影
さ

れ
た
。
撮
影
開
始
は
日
没
で
終
了
予
定

は
23
時
と
い
う
夜
間
ロ
ケ
。
テ
レ
ビ
版
の

フ
ァ
ン
に
は
お
馴
染
み
の
大
森
南
朋
演
じ

る
天
才
フ
ァ
ン
ド
・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、〈
ハ
ゲ

タ
カ
〉と
呼
ば
れ
て
い
る
鷲
津
政
彦
が
、
国

境
を
越
え
て
熾
烈
な
マ
ネ
ー
戦
争
を
く
り

「
東
京
駅
と
丸
の
内
」
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公 社 駐 車 場 続 々 オ ー プ ン！
雑司ヶ谷駅前駐車場

開場予定日：平成21年6月中旬

所 在 地：豊島区南池袋三丁目25番
収容台数：自動車19台

オートバイ8台
営業形態：時間制駐車場（自動車）

定期制駐車場（オートバイ）
駐車料金：未定
この駐車場は、緑化、遮熱性舗装、ソー
ラー発電等を取り入れ、環境に配慮し
た駐車場としてオープンする予定です。

●お問い合せ先 事業部 営業推進課開発係 03-5381-3389
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更する場合がありますので、最新情報は公社ホームページ（http://www.tmpc.or.jp/）でご確認ください。

赤羽西二丁目駐車場
開場予定日：平成21年6月中旬

所 在 地：北区赤羽西二丁目3番
収容台数：自動車7台
営業形態：時間制駐車場
駐車料金：未定

T
R
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
で
は
、

東
京
の
駐
車
に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
、

今
後
の
駐
車
対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
平
成
9
年
度
か
ら
都
内
23
区
の
主
要

地
区（
新
宿
駅
周
辺
、
銀
座
駅
周
辺
等
）の

路
上
駐
車
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
20
年
度
は
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る

自
動
二
輪
車
に
つい
て
も
併
せ
て
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度「
路
上
駐
車
実
態
調
査
」報
告

■調査日
平成20年10月の平日・休日

■対象地区
東京都内23区の主要地区48地
区（四輪）、29地区（二輪）
1地区あたり概ね500ｍ×500ｍ

■調査内容
路上駐車実態、駐車場施設・駐
車場利用実態

路上駐車実態調査の概略

駐車場の整備状況
［駐車場増加率］四輪

〈四輪〉駐車場数及び収容台数ともに増加

●駐車場数及び収容台数は、平成17年度の974場・33,761台
から平成20年度の1,266場・37,174台と増加しています。
（※2）
●収容台数が30台以下の駐車場が約80%を占めており、小規
模駐車場（コインパーキング等）が多いことが考えられます。

〈自動二輪〉駐車場の整備は四輪に比べ進んでいない

●駐車場数及び収容台数は、76場・2,466台でした。
●収容台数が30台以下の駐車場が約70%を占めています。

1

路上駐車台数 ［路上駐車減少率］四輪

〈四輪〉路上駐車は平日・休日ともに減少

●ピーク時の違法路上駐車台数は、平成14年度平日9,279台・
休日9,584台、平成17年度平日7,522台・休日7,204台、平
成20年度平日4,054台・休日3,212台と着実に減少してい
ます。（※1）

●車種別では乗用車が大幅に減少しており、全地区平均で約半
減しています。（※2）

〈自動二輪〉路上駐車は約4千台・平均駐車時間は四輪に比べ長い

●ピーク時の路上駐車台数は、平日4,040台・休日3,813台で
した。

●平均駐車時間は四輪の場合、平日24分・休日26分なのに対
して、自動二輪は平日88分・休日80分と長くなっています。
（※3）

〈自動二輪〉利用率は四輪に比べ高い

●ピーク時の駐車場利用率の平均は、平日・休日ともに約68%
と四輪の平日50.6％・休日53.7％に比べて高い利用率とな
っています。

2

駐車場利用 ［駐車場利用台数］四輪

〈四輪〉利用台数は、平日は増・休日は減

●ピーク時の駐車場利用台数は、平成17年の平日15,808台・
休日22,661台に対し、平成20年度は平日18,523台・休日
20,611台となっており、平日は増加していますが、休日は減
少しています。（※2）

3

（※1）H9から継続調査をしている35地区を対象
（※2）H17とH20の両年度調査を実施した46地区を対象
（※3）9地区の特定路線を対象
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語 最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそび
のたからばこわくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Eの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.16号にて発表

締切／2009年7月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑨の答え

答えは「カチドキバシ」でした。

1

2
3
4
6
9
10
11
12

1
3
5
7
8
10
11

12
13
14
15

外国の人とのやりとりでお互いの言葉を翻訳して
伝える仕事
何でもないことまでも疑わしく恐ろしく感じること
夏も近づく八十八夜、新○○の季節です
ずばりとつく物事の中心
県の南半部が房総半島です
使えるものは何でも再生利用しましょう
商売が繁盛する盆暮れは○○○○時です
陰暦七月の異称といえば？
夫婦でドライブ、○○が助手席とは限りません

大島、結城といえば何の種類？
結婚式で述べる○○○の言葉
洋服を買う前に似合うかどうか試します
深山に住み怪力を発揮するといわれる伝説の女性
夫が妻の○○に敷かれているほうが夫婦円満？
収支を監督し検査する会計○○○
パーティーはインテリアにも凝って○○○○を盛り
上げたいもの
連載小説、話は次回のお楽しみに……
きれいな景色を眺めながら○○○詠む
緑の○○場へ楽しいピクニック
ドライブは雨でなく○○の日が快適

タテのカギ

ヨコのカギ
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東京都道路整備保全公社が編集
したライダーのための『都内オー
トバイ駐車場MAP'09』が完成。
掲載駐車場数も278場とさら
に充実して使いやすくなりまし
た。また、『東京駐車場マップ
2008年版』も、s-parkに掲載
中の駐車場位置情報をロ
ードマップに落とし込んだ
使いやすいマップで好評
です。MAPを活用して都
内の駐車場を快適にご利
用ください。公社で開催する様々な
イベントで大人気のノベルティー
『特注トミカs-park都営バス』もプレミアムアイテムとして人気です。

次号は2009年8月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成21年5月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住 所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2009年7月20日（月）（専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2009年4月20日現在のものです。

Book

ICE
MONAKA

KARUTA

東京都道路整備保全公社のオ
リジナルグッズ（qweのいず
れか1点)をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

Book

ICE
MONAKA

KARUTA

ふわっとした風味が
たまらない
みはしのあいす最中

「台東区郷土かるた」を5名様に
プレゼント。詳細は応募方法を
ご確認ください。

小説『ハゲタカ』と『ハゲタカⅡ』の上・
下巻をセットで3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

映画『ハゲタカ』6月6日公開！
読んでから観る？観てから読む？

上野の甘味どころで必ず名前
があがる「みはし」。創業以来、
常に素材にこだわり、餡は北
海道十勝産の小豆、砂糖は
店主自らが各地をまわり選ん
だという沖縄県八重山諸島
産黒糖。「あんみつ」「おしるこ」
「苺クリームあんみつ」など、
みはしの数あるメニューの中
で、見逃せない逸品が「あい
す最中」。口に入れたときの
ふわっとした風味はなんとも
いえません。これからの季節
にぴったり！

フリーダイヤル 0120-170384
ホームページ http://www.mihashi.co.jp/

Book

ICE
MONAKA

KARUTA

公社オリジナルの
最新版都内オートバイ駐車場MAP完成

見たい度がピークを迎えつつある映画『ハゲタカ』。作家・真山仁の小説『ハゲタカ』を映
画化したもの。ニューヨークでハゲタカファンドの世界でゴールデン・イーグルと異名をと
る凄腕ファンドマネージャー鷲津政彦が外資ホライズン・キャピタルの代表取締役として
日本へ帰国。日本は「失われた10年」の間に中小企業は銀行の貸し渋り・貸しはがしで
次 と々倒産。ここに暗躍したのがアメリカの投資会社やのっとり屋といわれた「ハゲタカ」。
彼らがどのように銀行を買収し、
巨額の利益を得たのか……。
あなたは読んでから見る派？見てから読む派？

ICE
MONA

KARUTA
「台東区郷土かるた」で
台東区をめぐる

「東京を遊ぶ」で訪れた台東区は、発足60周年を記念した「台東区郷土かる
た」を発行しています。かるた札の内容は一般公募、絵は上野の東京芸大
生という台東区ならではのコラボかるた。家族や仲間とかるたを楽しみな
がら、歴史・文化・伝統をめぐればあなたも台東区の達人に！かるたは区役
所3階7番区政情報コーナー、生涯学習センター1階情報コーナー、下町風
俗資料館、浅草文化観光センターで販売中。

問合せ/生涯学習課 電話（5246）5815
台東区郷土かるた
800円

100名e

100名q

100名w

小倉・バニラ・抹茶の「あいす
最中12個詰合せ」を3名様に
プレゼント。詳細は応募方法
をご確認ください。
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